
（別紙３）

〜 令和8年3⽉1⽇

（対象者数） 19名 （回答者数） 17名

〜 令和8年3⽉1⽇

（対象者数） 3名 （回答者数） 3名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 引き続き、必要に応じて休憩スペースや個別ブースで休ん
だり、カームダウンの対応ができるよう取り組んでいきた
い。

2

引き続き、⽇曜⽇の活動を充実させていく。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

関係機関へのアプローチ⽅法の検討を⾏う。

2

3

環境/構造化に関しては⼦どもに分かりやすく、家族も過ご
しやすいよう⼯夫されている。

活動内容によって部屋を分けて活動している。

事業所内だけでなく、地域の⽅とのつながりがある。 ⽇曜⽇などの活動を通して、地域の⽅と活動する時間も取り
⼊れている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⽀援機関や地域との連携のためには家族を中⼼に共有してい
る計画・記録の活⽤を充実させる。

関係機関への営業の不⾜。

令和8年2⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 年 ⽉ ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 TASUC⼋王⼦教室（児童発達⽀援）

○保護者評価実施期間 令和8年2⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


